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研究要旨 

医薬品医療機器等法に基づくオンライン服薬指導及び新型コロナウイルス感染症を

受けた時限的・特例的措置としての電話等服薬指導の実施事例の収集

医薬品医療機器等法に基づき実施されたオンライン服薬指導及び新型コロナウイ

ルス感染症を受けて実施した電話等を用いた服薬指導について、実態把握を行い、安

全かつ適正で効果的な実施に必要な薬剤師の取組について検証した。実施実績のあ

る薬局へのヒアリング調査からは、ビデオ通話等によるオンライン服薬指導が問題

なく実施されており、オンラインの良い点が挙げられた一方で、オンラインでは難し

いと感じる点として、IT リテラシー・通信環境、配送・支払方法、疑義・処方変更

への対応、オンラインが適さない患者への対応、などが課題として挙げられた。また、

全国から無作為に抽出した薬局へのアンケート調査結果からは、オンライン服薬指

導を実施したいと考える薬局が半数以上を占めたが、店舗業務との両立、薬の配送の

手間、設備投資等に課題があることが示唆された。なお、オンライン服薬指導の機器

を導入している店舗は約 3 割であった。大部分の薬局は、服用期間中のフォローア

ップの手段に電話を利用していた。薬剤師が在宅勤務ができるとよいと考える薬局

は約半数を占めたが、回答時点で在宅勤務が可能である薬局は約 1 割であった。消

費者アンケート調査結果からは、年代により差があるものの、いずれの年代において

もオンラインへの需要があることが示された。

ICT を活用した患者の服用期間中の継続的な服薬指導の実態調査 
ICT を用いた継続的な服薬指導（フォローアップ）のデータ分析は、株式会社カケ

ハシが開発・運用する服用期間中の患者フォローアップ用アプリケーションの利用

データを用いた。2021 年 8 月から 11 月の間にアプリケーションから送信された全

質問回数に対する回答率は約 4 割であった。そのうち回答内容に何らかのアラート

が発生した割合は約 3 割、それに対して薬剤師が対応した割合は約 7 割であった。

回答率は年代によって大きな差異がなかったことから、ICT を用いたフォローアッ

プは年代を問わず有効であると考えられた。また、アラート発生率は若年層において

も比較的高いことから、服用期間中のフォローアップは年代を問わず実施する必要

があると考えられた。ICT を用いたフォローアップは、対象患者数の拡大及び問題発

生時の早期対応につながることが期待できる。

海外におけるオンラインを活用した服薬指導の実態調査

海外調査では、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、オーストラリアにおける

オンラインによる薬剤師業務の情報を収集した。服薬指導の捉え方が国ごとに異な

るため一概に比較できないが、薬剤師がオンラインで患者に提供するサービスとし

ては、薬剤レビュー、コンサルテーションなどが挙げられた。また、制度上、薬剤師

がこれらのサービスを自宅等の薬局外から提供できる国もあった。
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詳細は分担研究報告書に記載した。 
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